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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
佳
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
７
月
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
皆
様
か
ら
の
力
強
い
ご
支
援
と
温
か
い
ご
厚
情
を
い
た
だ
き
、

無
投
票
で
の
当
選
の
栄
を
賜
り
、
二
期
目
の
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
新
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
気
持
ち
も
新
た
に
誠
心
誠
意
、
町
政
に
全
力
を
傾
け
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
よ
り
、
丸
山
地
区
への
企
業
立
地
、
原
耕
地
地
区
の
商
業
施
設
の
オ
ー
プ
ン
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
や

ま
き
た
の
完
成
や
（
仮
称
）
山
北
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
設
置
の
決
定
な
ど
、
ま
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
良
い
方
向
に

変
化
し
つつ
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
こ
の
よ
う
な
芽
吹
い
た
ば
か
り
の
「
元
気
の
種
」
が
し
っか
り
と
根
を
張
り
、
青
々
と
し
た
葉
が
茂
っ

て
ゆ
く
よ
う
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、
着
実
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
議
会
を
代
表
し
、
町
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
、
議
会
に
対
し
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
昨
年
実
を
結
ん
だ
岸
幼
稚
園
の
改
築
に
よ
る
定
住
人
口
の
増
や
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
連
結
許
可
の
関

連
事
業
に
大
いに
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
一方
で
は
、
学
校
統
廃
合
に
伴
う
廃
校
舎
の
活
用
方
法
、
整
備
が
必
要

と
な
って
き
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
は
、
議
会
報
告
会
等
を
含
め
皆
様
の
ご
意
見
を
基
に
、
よ
り
一層
の
議
会
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

皆
様
に
とって
、
よ
り
良
い一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

２０１５年
年頭のごあいさつ

山北町長

湯川　裕司
山北町議会議長

池谷 荘次郎
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暗
示
を
か
け
る
作
用
が
あ
る
と
い
う
説
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
s
l
e
e
p
」
の
発
音
が
寝
息

に
似
て
い
る
か
ら
と
い
う
説
や
、「
s
h
e
e
p
」

と
言
っ
て
息
を
吐
く
行
為
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
か
ら
、
羊
の
い
る
情
景
を
思
い
浮
か
べ

る
と
牧
歌
的
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
か
ら
、

羊
を
数
え
る
と
い
う
単
調
な
作
業
で
眠
く
な

る
か
ら
、
な
ど
諸
説
が
あ
る
よ
う
で
す
。

さ
て
、「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」と
い
い

ま
す
。
今
年
の
目
標
を
決
め
て
“
迷
え
る
羊
”

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い

も
の
で
す
ね
。
そ
し
て
、
羊
の
イ
メ
ー
ジ
の

よ
う
な
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い

一
年
と
し
た
い
も
の
で
す
。

羊
が
家
畜
化
さ
れ
た
の
は
今
か
ら
８
千

年
以
上
も
昔
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
馬
が
家

畜
化
さ
れ
た
の
は
５
千
年
く
ら
い
前
で
す
か

ら
、
羊
と
人
間
の
付
き
合
い
は
と
て
も
長
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

西
暦
５
９
９
年
、
推
古
天
皇
の
時
代
に
、

百く
だ
ら済
か
ら
２
頭
の
羊
が
贈
ら
れ
た
と
日
本
書

紀
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
羊
は
乾

燥
し
た
風
土
が
好
き
な
の
で
、
湿
気
の
多
い

日
本
の
気
候
が
合
わ
な
か
っ
た
た
め
か
、
あ

ま
り
繁
殖
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

明
治
の
初
期
、
政
府
は
羊
の
飼
育
振
興
を

試
み
ま
し
た
が
失
敗
。
そ
の
後
、
軍
服
な
ど

の
製
造
の
た
め
に
羊
の
飼
育
が
奨
励
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
戦
後
は
農
家
の
副
業
と
し
て
、

多
い
と
き
に
は
全
国
で
百
万
頭
近
く
が
飼
育

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
北
海
道
や

東
北
地
方
な
ど
を
中
心
に
、
１
万
頭
程
度
が

飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

羊
か
ら
は
、
衣
・
食
・
住
に
関
す
る
様
々

平成２７年は未
ひつじどし

年です。羊には「おと
なしい」「従順」などのイメージがあり、
群れをなして行動するために、家族の安
泰や平和をもたらす縁起物とされてい
ます。

私たちの身の回りで羊が実感できるの
は、ウールのセーターや革製品の肌触り
と温かさ。ジンギスカン料理を連想する
人もいるかもしれませんね。

な
も
の
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

羊
毛
は
衣
類
や
寝
具
に
、
毛
脂
は
せ
っ

け
ん
や
化
粧
品
に
、
肉
は
様
々
な
肉
料
理
に
、

皮
は
バ
ッ
ク
や
敷
物
に
、
腸
は
テ
ニ
ス
ラ

ケ
ッ
ト
の
ガ
ッ
ト
に
、
乳
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
な

ど
の
乳
製
品
に
、
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

十
二
支
の
中
で
は
比
較
的
な
じ
み
の
薄

い
羊
で
も
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
た
く

さ
ん
の
羊
が
い
る
の
で
す
。

「
未
」
と
い
う
字
は
、
枝
が
茂
っ
て
い
る

木
の
形
で
、
ま
だ
枝
が
伸
び
き
っ
て
い
な

い
部
分
を
描
い
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
本
来
の
読
み
は
「
み
」
で
、未
来
、未
熟
、

未
明
、
未
満
な
ど
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。

「
羊
」
と
い
う
字
は
ひ
つ
じ
を
正
面
か
ら

見
た
と
き
の
、
角
と
上
半
身
を
表
し
た
形
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
後
ろ
足
ま
で
の
全
体
を

表
し
た
形
が
「
美
」
で
、
成
熟
し
た
ひ
つ
じ

の
美
し
さ
を
表
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
人
間
と
長
い
付
き
合
い
で
あ
る
が
ゆ
え

羊
が
つ
く
漢
字
も
多
く
、
祥
、
翔
、
義
、
善

な
ど
良
い
意
味
を
も
つ
も
の
に
用
い
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

眠
れ
な
い
と
き
に
羊
を
数
え
る
の
は
、

イ
ギ
リ
ス
が
発
祥
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

英
語
で
羊
の
こ
と
を
「
s
h
e
e
p
」
と

い
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
眠
る
と
い
う
意
味

の
「
s
l
e
e
p
」
と
似
て
い
る
た
め
、

や
さ
し
い
気
持
ち
で一
年
を
・
・
・

今 
年 
は 

ひ 

つ 

じ 

年

羊
と
人
間
は
長
い
付
き
合
い

羊
は
身
近
な
も
の

　
　
眠
れ
な
い
と
き
に

　
　
　
　
羊
を
数
え
る

「
未
」「
羊
」
と
い
う
字
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事前に交付申請書を役場福祉課
または清水・三保支所のいずれ
かに提出してください。
※申請書は、役場福祉課・清

水・三保支所にあります。

町から福祉タクシー
助成券を交付します。

電話予約をしてタクシーを利用し
てください。助成券は平成２７年１
月１日からご利用いただけます。
※申請者本人が乗車すれば、付

添いの方も同乗できます。

　町では、高齢者の外出支援として「福祉タクシー助成券」の
交付を行っています。
　利用対象の方が外出でタクシーを利用される場合に、タク
シー運賃の支払いにこの助成券をご利用いただくことができ、
助成券は５００円券と１００円券の２種類の綴りとなります。
　利用方法や利用上の注意をご確認のうえ、ご利用ください。

清水地区・三保地区・高松地区に在住の７０歳以上の方
※住民票のある方が対象となります。

・1世帯につき、年額18,000円分（月額1,500円分）
の福祉タクシー助成券を交付します。 

・今年度の申請では、3月分までの助成券を交付しま
す。（来年度分は再度申請が必要となります。3月
中旬頃にご案内します。）

・助成券の交付申請は、利用対象の方が申請するこ
とができない場合、ご家族など代理の方の申請で
も構いません。

・福祉タクシー助成券は、500円券と100円券の２
種類の綴りとなります。

・おつりはでませんので、タクシー運賃に応じてご
利用ください。

・福祉タクシー助成券の他人への譲渡はできません。
・ご自宅等へタクシーを呼ばれる場合は、運賃の他

に迎車料金がかかります。（迎車料金にも助成券は
利用できます。）

各 支 所 で も 受 付 け し て い ま す

【問合せ】福祉課福祉推進班（電話）７５－３６４４

清水・三保・高松地区
「福祉タクシー助成券」の交付を行っています

利 用 対 象 者

利　用　方　法

利　用　方　法

❶ ❷

➡ ➡

❸

福祉タクシー助成券が利用できる
タクシー会社 

☆松田合同自動車(株)
　　（予約電話）７５－０２６２ 
☆(有)中川ハイヤー
　　（予約電話）７８－３２１４ 

※タクシー利用時の本人確認にご協力ください。
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町
民
の
皆
さ
ん
が
町
の
行
政
運
営
や
地

域
の
こ
と
に
つ
い
て
、
普
段
考
え
て
い
る

こ
と
な
ど
を
町
長
と
直
接
話
し
、
住
民
と

行
政
が
協
働
で
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め

て
い
く
方
策
を
考
え
る
場
と
し
て
、
座
談

会
「
町
長
と
語
ろ
う
ま
ち
づ
く
り
」
を
10

月
７
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で
の
期
間
に
町

内
10
会
場
で
開
催
し
、
総
数
３
１
５
名
の

町
民
が
参
加
し
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が

さ
れ
ま
し
た
。

男
女
を
問
わ
ず
多
く
の
世
代
の
方
に
参

加
を
い
た
だ
き
、
幅
広
い
意
見
交
換
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
が
、
山
北
町
自
治
基
本
条

例
に
定
め
ら
れ
た
「
協
働
」
の
原
則
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

各
会
場
で
の
主
な
意
見
交
換
の
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

【
清
水
地
区
】

　
▼
大
野
山
牧
場
の
閉
鎖
に
伴
う
今
後
の

対
応

　
▼
鳥
獣
被
害
拡
大
に
対
す
る
農
林
業
へ

の
防
止
策
及
び
地
域
の
安
全
対
策

　
▼
清
水
中
学
校
閉
校
後
の
施
設
の
利
用

計
画

【
岸
地
区
】

　
▼
川
村
小
学
校
入
口
横
断
歩
道
の
安
全

対
策

　
▼
空
家
と
付
属
す
る
庭
木
対
策

　
▼
災
害
時
に
機
能
す
る
自
主
防
災
組
織

の
編
成
の
あ
り
方

【
山
北
地
区
】

　
▼
災
害
時
の
避
難
場
所

　
▼
自
治
会
の
あ
り
方

　
▼
室
生
神
社
前
の
交
通
規
制
や
通
学
時

の
交
通
安
全

【
三
保
地
区
】

　
▼
ハ
イ
ツ
＆
ヴ
ィ
ラ
の
閉
鎖
、
三
保
小

学
校
の
閉
校
に
伴
う
跡
地
の
利
用
計

画

　
▼
中
川
～
箒
沢
間
の
県
道
の
拡
幅

　
▼
観
光
立
町
と
し
て
の
取
り
組
み
方

【
向
原
地
区
】

　
▼
広
域
避
難
所
と
し
て
の
考
え
方

　
▼
自
主
防
災
組
織
の
活
動
と
問
題
点

　
▼
尺
里
川
、
滝
沢
川
や
地
域
内
の
沢
の

減
災
対
策

【
共
和
地
区
】

　
▼
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
▼
山
間
地
集
落
で
必
要
な
救
急
救
命

　
▼
鳥
獣
被
害
の
対
策
や
動
物
が
住
め
る

山
づ
く
り

座
談
会
『
町
長
と
語
ろ
う
ま
ち
づ
く
り
』

　
　
― 
地
域
の
課
題
や
そ
の
解
決
の
方
向
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
に
探
る
意
見
交
換
会 

―
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児
童
の
皆
さ
ん
に
税
に
ち
な
ん
だ
テ
ー
マ
の
書
道
を
通
じ
て
、
税
の
大
切
さ
を
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
小
学
生
の
税
の
書
道
展
が
小
田
原
青
色
申
告
会

の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
品
総
数
１
３
、1
3
2
点
の
中
か
ら
川
村
小
学
校
児
童
２
名
が
特
選
を
受
賞
し
、

11
月
30
日
に
小
田
原
市
民
会
館
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
特
選
を
含
む
受
賞
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
ま

で
山
北
町
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
で
展
示
を
す
る
予
定
で
す
。

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
そ
の

意
識
の
浸
透
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
中
学

生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
募
集
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

応
募
総
数
1
、
6
0
2
編
の
中
か
ら
、
山
北
中

学
校
生
徒
２
名
が
入
賞
し
、
11
月
25
日
に
小
田
原

合
同
庁
舎
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
21
日
（
金
）、
第
65
回
神
奈
川
県

更
生
保
護
大
会
が
神
奈
川
県
立
青
少
年

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
山
北
町
保
護
司

の
山
口
清
さ
ん
が
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
は
、
平
成
９
年
２
月
11
日
か

ら
17
年
間
に
わ
た
り
、
更
生
保
護
活
動
に

尽
力
さ
れ
、
地
域
の
更
生
保
護
対
象
者
に

対
し
て
助
言
・
指
導
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
く
た
め
の
取
り
組
み
活
動

も
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
認

め
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

青
色
申
告

小
学
生
の
税
の
書
道
展

　
　
　
　
　
　
　
特
選
受
賞
！

中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

　
　
　
　
　
入
賞
！

山
北
町
保
護
司

山
口
清
さ
ん
が
法
務
大
臣

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

第３３回

第４８回

川村小学校 ３年　府川 芽生さん特選　山北町長賞

神奈川県納税貯蓄組合連合会優秀賞
山北中学校 ３年　露木 雅さん

山北町長賞
山北中学校 ３年　川﨑 愛さん

川村小学校 ６年　宮原 奈津希さん特選　山北町長賞
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統
計
グ
ラ
フ
県
コ
ン
ク
ー
ル

２
名
入
賞
、
山
北
中
学
校
が
学
校
表
彰
！

９
月
に
行
わ
れ
た
町
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
作
品
に
つ
い
て
、「
第
63
回
神
奈

川
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出
品
し
た
と
こ
ろ
、「
神
奈
川
県
町
村
統
計
事
務
研
究

会
長
賞
」、「
ア
ー
ル
・
エ
フ
・
ラ
ジ
オ
日
本
賞
」
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
山
北
中
学
校
が
統
計
教
育
の
普
及
向
上
に
寄
与
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
学
校
表
彰

を
受
賞
し
、
11
月
29
日
に
神
奈
川
県
庁
に
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
２
部（
小
学
校
３・４
年
生
）】

【
学
校
表
彰
】   

山
北
中
学
校

【
第
３
部（
小
学
校
５・６
年
生
）】

12
月
４
日
か
ら
10
日
の
人
権
週
間
に
ち

な
ん
で
、
12
月
６
日
（
土
）
に
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
「
人
権
講
演

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
ア
ジ
ア
初
の
女
性
宇
宙
飛

行
士
、
向
井
千
秋
さ
ん
の
夫
、
向
井
万
起

男
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、「
女
房
が
宇
宙

を
飛
ん
だ　
～
女
性
の
生
き
方
、
男
女
の

新
た
な
共
生
～
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

当
日
は
、１
５
０
名
余
り
の
来
場
者
に
、

宇
宙
飛
行
士
を
妻
に
も
つ
、
男
性
と
し
て

の
思
い
や
夫
婦
愛
を
根
底
に
お
話
し
さ
れ

ま
し
た
。 

町では幅員の狭い道路において歩行者の安全を確保するため、
路側帯を設置し通学する児童や歩行者の安全を図っています。

路側帯のある道路では、歩行者は右側通行の原則によらず
路側帯を歩くことになりますので、車を運転する方は歩行者に
注意して走行してください。

なお、表紙写真は仁道地区の路側帯を歩く小学生です。城
山地区や宿地区でも同様に路側帯を設置してあります。

人
権
講
演
会

路側帯の設置について
表紙関連記事

第63回

池谷　明香さん（清水小４年）

瀬戸　さやかさん（川村小５年）

『やってみなくちゃ分からない
　ソーラーカー実験！？』

アール・エフ・ラジオ日本賞

『日本人がお米を食べなくなったって本当？！』
神奈川県町村統計事務研究会長賞

宿　地　区 城  山  地  区
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尾
崎
家
は
、
主
人
、
祖
母
、
私
、
颯

汰
の
４
人
家
族
で
す
。
家
の
回
り
は
田
ん

ぼ
や
畑
、
山
や
川
と
自
然
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
夜
に
な
る
と
鹿
の
鳴
き
声
が
聞
こ

え
時
々
姿
を
見
せ
る
と
い
う
環
境
で
颯
汰

は
育
っ
て
い
ま
す
。

颯
汰
は
生
ま
れ
る
の
が
予
定
日
よ
り

二
週
間
早
く
少
々
小
さ
め
で
し
た
が
、
今

で
は
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
く
ら
い
元
気

で
、
よ
く
食
べ
、
よ
く
動
き
回
り
ま
す
。

最
近
で
は
、颯
汰
語
を
話
す
よ
う
に
な
り
、

聞
い
て
い
る
と
大
変
面
白
い
で
す
。

車
が
大
好
き
で
、
ミ
ニ
カ
ー
を
走
ら
せ

た
り
、
並
べ
た
り
、
絵
本
を
持
っ
て
き
て
は

「
こ
れ
は
何
の
車
？
」
と
何
回
も
聞
い
て
、

車
の
名
前
を
教
え
る
と
絵
本
に
載
っ
て
い

る
同
じ
ミ
ニ
カ
ー
を
嬉
し
そ
う
に
見
せ
て

く
れ
ま
す
。
外
に
出
掛
け
る
と
、
駐
車
場

に
停
ま
っ
て
い
る
車
を
鑑
賞
す
る
の
も
好

き
で
、
特
に
タ
イ
ヤ
や
ホ
イ
ル
に
興
味
が

あ
っ
て
、
結
構
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
も
の
を
見
て

は
何
か
を
つ
ぶ
や
い
て
い
ま
す
。
買
い
物

に
行
っ
て
も
、い
つ
も
後
回
し
に
な
り
ま
す

（
笑
）。
知
ら
な
い
人
に
会
っ
て
も
颯
汰
ス

マ
イ
ル
を
見
せ
、
時
に
は
頭
を
ペ
コ
ペ
コ

下
げ
て
挨
拶
す
る
姿
に
は
、
い
つ
も
感
心

さ
せ
ら
れ
て
い
る
母
で
す
。

日
頃
、
大
人
と
の
生
活
が
多
い
た
め

か
、
町
の
施
設
利
用
や
行
事
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
親
子
共
々
良
い

刺
激
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
周
囲
の
人
た
ち
か
ら
色
々
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
り
、
助
け
ら
れ
た
り
し
な

が
ら
子
育
て
を
し
て
い
る
事
が
楽
し
く
な

り
ま
し
た
。
日
々
成
長
し
て
い
る
颯
汰
を

見
て
、
子
ど
も
に
教
え
ら
れ
る
事
も
数
多

く
、
元
気
を
た
く
さ
ん
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
ゴ
ー
ル
の
見
え
な
い
子
育
て

で
す
が
、
マ
イ
ペ
ー
ス
に
頑
張
り
す
ぎ
な

い
よ
う
に
生
活
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
麻
紀
さ
ん
）

小
澤
彰
夫
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
度
の
消
防
団
入

団
以
来
34
年
目
と
な
る
長
い
期
間
、
消
防
団
活
動
に

ご
尽
力
さ
れ
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
町
の
消
防
団

長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
年
末
年
始
を
控
え
た
12

月
８
日
に
、
小
澤
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

消
防
団
に
入
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

「
入
団
す
る
前
に
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
特
に
消
防

団
に
入
り
た
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
地
域
の
人
に
勧
誘
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
や
、
当
時
父
親
が
自
治
会
長
を
や
っ
て
い
て

勧
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
き
っ
か
け
で
入
団
し
ま
し

た
。
入
団
し
て
か
ら
は
、
年
数
が
経
過
す
る
に
つ
れ

て
責
任
と
い
う
も
の
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
っ

た
気
が
し
ま
す
。
そ
し
て
今
改
め
て
、
こ
ん
な
に
長

い
間
、
消
防
団
に
関
わ
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
感
じ
て

い
ま
す
。」

印
象
に
残
っ
て
い
る
現
場
は
あ
り
ま
す
か
。

「
入
団
し
て
２
年
目
く
ら
い
の
時
に
、
山
北
の
駅
前

で
３
、４
軒
が
焼
け
る
大
き
な
火
事
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
時
が
初
め
て
出
動
し
た
火
災
現
場
で
、
何
を
し

て
よ
い
か
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
上
に
、
筒
先
を
持
っ
て

放
水
を
し
て
い
る
と
、
飛
ん
で
く
る
水
し
ぶ
き
が
凍
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
非
常
に
寒
い
中
だ
っ
た
の
で
、
と

て
も
つ
ら
い
現
場
で
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。」

団
長
と
し
て
ど
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
た
い
と
お
考
え
で
す
か
。

「
今
、
消
防
団
員
の
不
足
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
消
防
団
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
進
ん

で
消
防
団
に
入
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
で
き
れ

ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
装
備
な
ど
の
充
実
も
考
え

な
が
ら
、
団
員
が
動
き
や
す
い
環
境
整
備
に
取
り
組

み
た
い
で
す
。
ま
た
、
分
団
長
や
ベ
テ
ラ
ン
の
団
員

な
ど
を
中
心
に
、
我
々
が
言
う
ま
で
も
な
く
各
分
団

に
は
主
体
的
に
動
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
そ

の
活
動
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
力
を
注
い
で
、
有
事
の

際
に
は
地
域
の
た
め
に
活
動
す
る
と
い
う
任
務
が
遂

行
で
き
る
よ
う
に
、
体
制
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
責

務
だ
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
多
く
の
団
員
が
会
社
勤
め
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
昼
間
の
火
災
な
ど
出
動
時
の
人
員
確
保
も

大
き
な
問
題
で
す
。
現
場
に
は
消
防
団
Ｏ
Ｂ
の
方
も

駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
す
が
、
資
機
材
の
使
用
な
ど
に

は
制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、
や
は
り
新
た
に
消
防
団

へ
入
団
し
て
く
れ
る
方
を一層
広
く
募
集
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
消
防
団
の
さ
ら
な

る
士
気
の
高
揚
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。」

家
庭
で
の
防
火
対
策
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
火
災
予
防
の
た
め
に
は
、
個
人
個
人
の
防
火
意

識
が
と
て
も
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
自
宅
に
消
火
器

を
備
え
る
こ
と
で
、
い
ざ
火
災
が
発
生
し
て
し
ま
っ

た
時
に
も
、
初
期
消
火
に
よ
り
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
警

報
器
を
設
置
さ
れ
て
い
な
い
家
庭
で
は
、
早
急
に
設

置
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
消
防
団
で
は
今
年
も
年
末
火
災
特
別
警
戒
を

実
施
し
ま
す
が
、
火
災
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
防

犯
面
で
も
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
１
月
６
日
に
は
消
防
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま

す
。
団
員
の
日
頃
の
訓
練
の
成
果
が
披
露
さ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。」

町
の
人

小
澤　
彰
夫
さ
ん

　
（
山
北
町
消
防
団
団
長
）

子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

お
父
さ
ん　
尾
崎　
裕
一
さ
ん

お
母
さ
ん　
　
　
　
麻
紀
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
颯そ

う
た汰

く
ん 

２
歳

お
ば
あ
さ
ん　
　
　
澄
子
さ
ん

尾崎さん
ご家族

＜湯坂＞
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広報やまきた12月1日号で掲載した年末年始医療機関
の診療について、おおり医院の診療日が変更になり
ます。

　 平成26年12月 平成27年1月

28
日

29
月

30
火

31
水

1
木

2
金

3
土

4
日

5
月

12月1日号
掲載内容

△ ○ △ △ × △ △ △ ○

変更後 △ ○ × × × × × △ ○

〈参考〉○：平常通り診療　◎：急患のみ診療
△：午前のみ診療　×：全休

【問合せ】保健健康課健康づくり班 （電話）７５－０８２２

住民基本台帳法第11条第3項及び第11条の2第
12項、住民基本台帳の一部の写しの閲覧及び住民
票の写しの交付に関する省令第3条の規定に基づ
き、平成25年11月1日から平成26年10月31日ま
での閲覧状況を公表します。

閲覧日 閲覧者 閲覧目的 閲覧対象

平成26年
5月15日

自衛隊
神奈川地方
協力本部

自衛隊法
第29条1
項、同第
35条に基
づく、自衛
官募集事
務のため
の対象者
抽出

町内全域の
平成8年4月
2日～平成9
年4月1日
生まれの方
 
平成11年4
月2日～平成
12年4月1日
生まれの方

ラ
ジ
オ
体
操

ラ
ジ
オ
体
操
と
い

え
ば
、夏
休
み
の
早

朝
、子
ど
も
た
ち
が

集
い
行
う
も
の
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

の
で
す
が
、元
役
場
の

跡
地
で
毎
朝
７
時
30

分
か
ら
、元
気
よ
く

ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ

て
い
る
方
た
ち
が
い

ま
す
。

８
月
に
始
め
た
時

は
４
～
５
人
だ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
今
や
多

い
時
で
30
～
40
名
も

集
ま
り
、
思
い
思
い
に
会
話
を
楽
し
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の

体
調
に
あ
わ
せ
て
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

「
朝
、
身
体
を
動
か
す
と
気
持
ち
が
い
い
。
身
体
が

動
き
や
す
く
な
り
、
一日
の
行
動
の
良
い
始
ま
り
に
な

る
」
と
参
加
者
の
声
。

主
催
者
の
方
々
は
、「
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
運
動
、
介
護
塾
の
代
わ
り
に
始
め
た
が
、
今
は
な

く
な
り
つ
つ
あ
る
地
域
力
を
高
め
る
た
め
に
、
い
ず
れ

は
地
域
サ
ロ
ン
を
始
め
た
い
」
と
楽
し
そ
う
に
語
っ
て

い
ま
し
た
。

申
込
み
制
で
は
な
く
誰
で
も
参
加
で
き
る
ラ
ジ
オ

体
操
。
覗の
ぞ
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

（
武
井　
智
子
さ
ん
）

は
な
じ
ょ
ろ
道  

ハ
イ
キ
ン
グ

11
月
19
日
、
山
北
観
光
協
会
主
催
の
ハ
イ

キ
ン
グ
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
♪

20
人
募
集
の
と
こ
ろ
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち

の
方
も
居
ら
れ
た
と
か
…　
参
加
で
き
幸
運

で
す
。

山
北
の
八
丁
か
ら
松
田
の
寄
ま
で
の
「
は

な
じ
ょ
ろ
道
」
を
歩
く
行
程
で
し
た
が
、
当

日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
共
和
地
区
の
杉
本

さ
ん
の
ガ
イ
ド
ト
ー
ク
も
実
に
楽
し
く
、
長

い
道
の
り
も
短
く
感
じ
ま
し
た
。

寄
の
古
道
を
守
る
会
の
方
々
と
の
交
流

も
あ
り
、
整
備

さ
れ
た
古
道
は

実
に
素
敵
な
趣

が
あ
り
、
人
の

手
が
入
り
維
持

し
て
い
く
事
の

大
切
さ
を
改
め

て
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る
旅
で

し
た
。

山
北
に
は
身

近
な
宝
物
が
一

杯
あ
り
ま
す

ね
ぇ
～
♪

（
佐
藤 

直
美さ

ん
）

町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
が

　
　
　
　
　
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

年 末 年 始
医療機関の診療について

住民基本台帳
閲 覧 状 況 の 公 表
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骨
や
筋
肉
を
丈
夫
に
す
る

　
　
　
　
　
　
カ
ル
シ
ウ
ム
が
と
れ
ま
す
。

「
肉
・
魚
・
大
豆
製
品
」

筋
肉
を
付
け
る
た
ん
ぱ
く
質
が
と
れ
ま
す
。

「
緑
黄
色
野
菜
・
キ
ノ
コ
類
」

骨
を
強
く
す
る
ビ
タ
ミ
ン
類
が
と
れ
ま
す
。

 【
問
合
せ
】
保
険
健
康
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
75
ー
０
８
２
２

１
つ
で
も
当
て
は
ま
っ
た
ら
、
ロ
コ
モ
の

疑
い
、
５
つ
以
上
当
て
は
ま
る
と
要
介
護

の
リ
ス
ク
は
約
３
倍
に
な
り
ま
す
。

ロ
コ
モ
は
運
動
と
食
事
で
予
防
で
き
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
能
力
ア
ッ
プ
「
片
脚
立
ち
」　

　
下
肢
筋
力
ア
ッ
プ
「
ス
ク
ワ
ッ
ト
」

「
牛
乳
、
チ
ー
ズ
な
ど
乳
製
品
、
小
魚
」

骨
、
筋
肉
、
関
節
、
神
経
系
な
ど
の
運

動
器
が
衰
え
て
い
る
、
ま
た
は
衰
え
始
め

て
い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。
略
し
て
ロ
コ

モ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

40
歳
代
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
特
に
下
半
身

の
筋
肉
が
衰
え
始
め
ま
す
。
運
動
器
の
低

下
が
進
む
と
「
立
つ
」「
歩
く
」
と
い
っ

た
動
作
が
困
難
に
な
り
、
要
支
援
や
要
介

護
状
態
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

今
月
の
イ
ベ
ン
ト
日

1
月
21
日（
水
）「
み
か
ん
」湯
の
日

1
月
26
日（
月
）風
呂（
ふ
ろ
）の
日

※
毎
月
26
日
を
風
呂（
ふ
ろ
）の
日
と
し
、

当
日
利
用
券
を
購
入
し
入
場
さ
れ
た

方
全
員
に
、次
回
平
日
ご
利
用
割
引

券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
H
P
等

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
さ
く
ら
の
湯
】通
信

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
運
動
器
症
候
群
）
と
は

ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
で
筋
肉
・
関
節
等

の
運
動
器
の
機
能
を
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う

ロ
コ
モ
予
防
の
た
め
に
積
極
的

に
と
り
た
い
食
べ
物

ロ
コ
モ
予
防
に
効
果
的
な
体
操

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム（
ロ
コ
モ
）

予
防
は
40
歳
代
か
ら

左右各1分間ずつ
1セットを、1日3セット

バランスの良い食事「1汁３菜」
は、元気な体をつくります

肩幅より少し広めに足を広げ、爪先を外
側に30度に開く。膝が爪先より前に出な
いよう腰を下げる。５～10回、1日3セット
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生涯学習センター通信生涯学習センター通信生涯学習センター通信生涯学習センター通信生涯学習センター通信
編集発行／山北町立生涯学習センター　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4

　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 01

～ 心の豊かさは学びから「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」～

【２０１５年１月２１日（水）～３１日（土）】
期間中はイベントが満載！ぜひお越しください！

教室・サークル作品展示
日　時：１月２１日（水）～２５日（日）９：００～１７：００
　　　　（ただし２１日は１３：００から）
場　所：１階ロビー・ホワイエ、２階ギャラリー・展示ホール
〇生涯学習センターで開催した教室や生涯学習センター
　登録サークルの作品・写真パネルを展示します。

芸　能　発　表　会
日　時：１月２５日（日）１３：００開演（１２：３０開場）
場　所：多目的ホール（入場自由・無料）
演　目：大型紙芝居・コーラス・各種体操ほか
○生涯学習センター登録サークルが１年間活動した
　成果を発表します。

やまきたシアターフェスティバル映画上映会

１月３１日（土） 冬のおはなし会スペシャル
※詳細は14ページをご覧ください。

1月22日（木）～  生涯学習センターサークル体験教室
※詳細は12ページをご覧ください。

「LEGO®ムービー」
日　　時：１月３１日（土）１３：３０～15：10（１３：００開場）
場　　所：視聴覚ホール
定　　員：1００名（入場無料・要入場券）
申込方法：１月７日（水）９：００より生涯学習センターにて申込みと同時
　　　　　に入場券を配布します。定員になり次第、締め切りとなります。

場）

★写真は昨年の展示より

ール
ー

★写真は昨年の展示より

同時同時
ますます

ちっちゃな
手で、

　でっかい
夢を守り抜

け！

ブロックさえあれば、どんなものでも作り出せる!それがLEGO®ワールド。

©2014 Warner Bros. Entertainment Inc. LEGO, the LEGO logo and the
minifigure are trademarks and/or copyrights of The LEGO Group.
©2014 The LEGO Group. All rights reserved.
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＊1月7日（水）９：００から申込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。
＊1月7日（水）９：００から申込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。
＊1月7日（水）９：００から申込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

◎ 教室についての申込み、問合せについては生涯学習センター事務室 Tel（７５）３１３１までどうぞ！

お知らせ

前回のイベントから

おはなしボランティア養成講座「子どもたちとのコミュニケーションを楽しむ読み聞かせ」

バレンタインにおすすめ♥親子お菓子作り教室
講　師　本山 俊祐さん
　　　　（崎村調理師専門学校 西洋料理講師）
参加費　１組３００円
持ち物　エプロン・三角巾・筆記用具・持ち帰り用容器

日　時　２月１１日（水・祝）９：３０～１２：００
内　容　くるみが入ったチョコブラウニーと
　　　　簡単にできるあめ細工を作ります。
対　象　親子（１２組２４名）※子どもは小学生以上

講　師　じょうこう　ともこさん
　　　　（ＮＰＯ法人「絵本で子育て」センター絵本講師）
参加費　無料
持ち物　筆記用具・お好きな絵本１冊

　この教室は生涯学習活動を目的に、普段から生涯学習センター
を利用されている登録サークルの活動を体験する教室です。皆様
お誘い合せのうえ、生涯学習活動に参加してみませんか？

日　時　２月１５日（日）１０：００～１１：３０
内　容　おはなし会の組み立て方・絵本の選び方

や読み方・わらべうたなどを学びます。
対　象　絵本に興味のある方ならどなたでもご

参加いただけます。（定員４０名） ※託児あり（有料）。ご希望の方は講座申込み時にお伝えください。

サークル体験教室
「サルビアの会」体験教室

　パッチワークをしているサークルです。色々な作品を
楽しく作っています。
日　時　1月22日（木）13：00～16：00　　
内　容　イチゴ形のキャンディーポーチを作ります
対　象　一般（定員10名）
参加費　400円
持ち物　裁縫セット・定規・筆記用具

「あじさいの会」体験教室
　パン作り教室のサークルです。パン作りに親しみつつ、技術
を高めることを目的に、パンを作って楽しく試食しています。
日　時　2月5日（木）13：00～16：00
内　容　チョコレートパンを作ります。
対　象　一般（定員6名）
参加費　1,000円
持ち物　エプロン・三角巾・筆記用具・持ち帰り用容器

日　時　１月２３日（金）１３：００～１５：５０（１２：４５開場）
場　所　生涯学習センター　多目的ホール
主　催　神奈川県公民館連絡協議会、山北町教育委員会
問合せ　生涯学習センター事務室 ℡（７５）３１３１

内　容　・アトラクション ： コーラスグループ「みんなでハーモニー」
　　　　・大会式典、表彰式
　　　　・事例発表：大型紙芝居「やまきた拍子木の会」
　　　　・講演　テーマ：山北町史関連
　　　　　　　　講師：駒澤大学副学長 久保田 昌希 氏

入場自由 事前申込みは不要です
第５６回神奈川県公民館大会を開催します。

布の絵本作り教室 【１１月７日（金）・２１日（金）】
　湯山めぐみさんを講師にお招きして、「おむすびころりん」を題材に
した布の絵本を作りました。
　楽しい仕掛けがいっぱいで、みなさん苦労しながらも夢中になっ
て取り組んでいました。

こんにゃく作り教室 【１１月１９日（水）】
　滝本保江さんを講師にお招きして、こんにゃく作り教室を開催
しました。
　手作りのこんにゃくは芋の香りがしっかりしていて、舌触りも
全然違い、とても美味しくできたと好評でした。

　ハンドボイスの西山節子さんを講師にお招きして、クリスマスに
ぴったりのミニリース作り教室を開催しました。
　緑と赤の毛糸を使い、かぎ針編みでミニリースを作りましたが、み
なさん経験者の方が多く、楽しみながら完成することができました。

リンリンミニリース作り教室 【１２月７日（日）】
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生涯学習センターでは、地球温暖化防止対策推進のため、
①照明は使用時以外こまめに切る。②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。

以上のことに取り組んでいます。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

限られた資源を
大切にしましょう

日

4
11
18
25

月

5
12
19
26

火

6
13
20
27

水

7
14
21
28

木
1
8
15
22
29

金
2
9
16
23
30

土
3
10
17
24
31

1月

※生涯学習センター（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。

※      　 は休館日、    　   は祝日。
休 館 日

日
1
8
15
22

月
2
9
16
23

火
3
10
17
24

水
4
11
18
25

木
5
12
19
26

金
6
13
20
27

土
7
14
21
28

2月

＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

※1月5日（月）は生涯学習センターの休館日ですが、賀詞交換会は行います。
※　　　  は生涯学習センターフェスティバルの催しです。

1 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ
5 月 賀詞交歓会 多 目 的 ホ ー ル １０：００ 招待者 総務防災課　　 ☎ (75)3643

6 火 消防出初式 多目的ホール １０：００ 招待者 総務防災課　　 ☎ (75)3643

8 木 つるし雛作り教室④ 美 術 工 芸 室 １３：３０ 申込者 生涯学習センター

10 土
ワンダーランド 美 術 工 芸 室 ９：００ 申込者 生涯学習センター
ジュニアコーラス 視 聴 覚 ホ ー ル １０：００ 申込者 生涯学習センター

11 日 成人式 多目的ホール １０：3 ０ 対象者 生涯学習課　　 ☎ (75)3649

12 月 2 回目の成人式 多目的ホール １３：００ 対象者 2 回目の成人式実行委員会

17 土

山北町文化財保護ポスター展（～ 2 月 1 日） 2 階常設展示ホール ９：００ 自　由 生涯学習課　　 ☎ (75)3649

ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 生涯学習センター
おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

18 日 第 20 回山北クラシック音楽連盟コンサート 多目的ホール １４：００ 自　由 山北クラシック音楽連盟

21 水 生涯学習センターフェスティバル
教室・サークル作品展示（～ 25 日）

１階ロビー・ホワイエ
2階展示ホール･ギャラリー １３：００ 自　由 生涯学習センター

22 木 「サルビアの会」体験教室 第 3 会 議 室 １３：００ 申込者 生涯学習センター

23 金 第 56 回神奈川県公民館大会 多目的ホール １３：００ 自　由 生涯学習センター

24 土 山北町文化財講座（第 1 回） 第 1・2 会 議 室 １４：００ 申込者 生涯学習課　　 ☎ (75)3649

25 日 生涯学習センターフェスティバル
芸能発表会 多目的ホール １３：００ 自　由 生涯学習センター

27 火 特定失踪者パネル展示（～ 31 日） ホ ワ イ エ ９：００ 自　由 生涯学習課　　 ☎ (75)3649

31 日

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター
生涯学習センターフェスティバル
冬のおはなし会スペシャル 和 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター

生涯学習センターフェスティバル
やまきたシアターフェスティバル映画上映会 視聴覚ホール １３：３０ 申込者 生涯学習センター

2月前半 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ
1 日 米若会新年音合わせ会 多目的ホール １０：００ 自　由 岩田　篤治　　☎ 090(9959)8208

5 木
つるし雛作り教室⑤ 美 術 工 芸 室 １３：３０ 申込者 生涯学習センター

「あじさいの会」体験教室 調 理 実 習 室 １３：００ 申込者 生涯学習センター
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今
月
・
お
く
や
み
の
幅
調
整
15
㎜
で
調
整
す
る

町
の
動
き
は
通
常
行
間
８
㎜

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

おわびと訂正

【正】青みかん坂道こぼれ反抗期　　　瀬戸　恵津子
【誤】青みかん返道こぼれ反抗期　　　瀬戸　恵津子

広報やまきた１２月号の「いきるあかし」に誤りがありました。おわびして訂正させていただきます。

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

み な み

う い と

こ の か

越　地　浅　倉　未奈美（女）　直　生・布恵子
上本村　藤　澤　初　糸（男）　秀　樹・豊　恵
　畑　　湯　川　心　楓（女）　太　生・慶　子

※今回の掲載分は、平成２６年１１月１６日から平成２６年１２月１５日までに受付した
　ものです。なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

平　山　　福　田　滋　子（女）９０歳　本　人
万　随　　風　間　貞　三（男）７１歳　　〃　
越　地　　野　地　活　世（男）９７歳　　〃　
　宿　　　山　崎　重　正（男）７６歳　　〃　
尺里東　　髙　橋　　昇　（男）８４歳　　〃　
上本村　　佐　野　惠　二（男）７１歳　　〃　
　畑　　　佐　藤　芳　子（女）９０歳　　〃　
焼　大　　松　田　耕　作（男）７１歳　　〃
湯　坂　　武　井　喜佐雄（男）９６歳　　章　
山　下　　佐々木　光　枝（女）６２歳　　昭　
谷　ケ　　籔　田　増　與（女）９１歳　和　彦

山北　   55mm（  57mm）
三保　  68mm（  55mm）

山北　14.7℃（12.9℃）
三保　11.3℃（  9.6℃）

※（　）内は平成25年の数値

（　）内は前月比
男
女
計

５，５69人
５，856人
１１，４25人

（　ｰ1人）
（   ｰ7人）
（   ｰ6人）

世帯数　４，306世帯（ 2世帯）

町内の災害等出動状況
火災 0件 救急 ６２件 救助 ６件

11月1日から11月30日まで（小田原市消防本部）

中山　太郎 様 10,０００円

水源地域の環境保全対策に関する事業
（ふるさと応援寄附金として） 
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①１月１７日（土）
　パネルシアター「おひるねだあれ」ほか
　（おはなしボランティア「汽車ポッポ」）
●時　間　10：30～11：00
●場　所　親子室（図書室内）
楽しいおはなしをたくさん用意してお待ち
しています。ぜひお越しください！

☆ 今月の新着本案内 ☆
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終日利用できません。ご迷惑をおかけしま
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ほか

ほか
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携帯サイトの
案内はこちら

　２０１４年に貸出の多かった本をまとめて展示します。話
題の本が勢揃いです！
　あなたが読んだ本があるかも？
　何を読もうか迷ったときにぜひ参考にしてください。

　図書室おはなしボランティア『ポケット』の皆さ
んによる「おはなし会」の冬の拡大版を開催します！
《場所》　２階　和室
《日時》　１月３１日（土）１０：３０～１１：３０
《内容》　素話「とりのみじい」
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　　　　ミュージックシアター

おすすめ本コーナー
『２０１４ベストリーダー』

図書室おはなしボ 『ポケ ト』 皆さ

１月３１日（土）は

入 場 自 由・無 料

ー

かわいい
おみやげも
あります！

　　ミュージックシ

手品も
あるよ♪
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11月1日から11月30日まで（小田原市消防本部）
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色鮮やかな紅葉の中で丹沢湖マラソン大会 開催

山北鉄道公園の水車 が
新しくなりました

山北鉄道公園の水車 が
新しくなりました

　１１月３０日（日）、周囲の山々や湖畔の木々が
色鮮やかに紅葉する中で、第３６回丹沢湖マラソ
ン大会が開催されました。
　大会当日は天候に恵まれ、青森県から山口県
まで全国各地から３，７０３人のランナーが秋の丹
沢湖畔で健脚を競い、絶好のマラソン日和のな
か８種目において大会新記録が生まれました。
　今年はゲストランナーとして、山北高校の卒
業生で、ウルトラマラソン第一人者である岩本
能史さんが、「丹沢湖マラソン大会コース攻略法」
を出場者にアドバイスをするとともに、ハーフコー
スの一部区間を出場者とともに走り、表彰式で
はプレゼンテーターも務められました。 

　１１月２２日（土）、健康福祉
センター駐車場・鉄道公園
で、山北町産業まつりが開催
され、農林商工業のさまざま
な店舗が出店しました。
　例年大好評の、新潟県村
上市（旧山北町）の海産物
などの販売コーナーや、だ
いこんの無料配布コーナー
は、まつりの開会前から長
蛇の列ができていました。
　また、恒例となっている
陸上自衛隊富士学校音楽隊
と山北中学校吹奏楽部によ
る素晴らしい合同演奏や、

子どもたちに大人気のキャラクターショーも行われて、
会場は大盛況でした。

　山北鉄道公園にある水車
が、11月に新築されてきれ
いになりました。
　以前の水車は、公園が整
備された平成15年度に、公
園と併せて設置されたもの
で、経年の劣化によって一
部脱落し、回らなくなって
いました。
　新築された水車は、心棒
と軸受がケヤキ、その他の
部分はヒノキや杉などが用
いられ、主要部分の木材は
町内産のものが使われてい
ます。

10ｋｍコースのスタート10ｋｍコースのスタート

大半の部材が町内産です大半の部材が町内産です

山 北 町 産 業 ま つ り山 北 町 産 業 ま つ り

お目当ては旧山北町の物産展 !

大人気 !トッキュウジャーショー !!

ゲストランナー：岩本能史さん

「路側帯を歩く児童」今月の 表 紙
　今月号の表紙は、仁道地区に設置された路側帯を歩く児童の様
子です。路側帯が設置されている道路では、歩行者は路側帯を歩
くため左側通行となる場合もあります。
　今年は未年です。ドライバーの皆さんも、歩行者の視点に立っ
た「やさしい気持ち」での運転を心掛けましょう。

ひつじどし


